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クローバー 
岩手県立胆沢病院 地域医療連携だより 

～ 地域を支える、生命を守る、未来を育む医療を目指して ～ 

2022.12 

第59号 

当院は、平成26年12月に岩手県知事から地域医療支援病院として承認されました。胆江保健医療圏

の基幹病院として、かかりつけ医・医療機関と連携し、急性期、重症疾患、救急医療に重点をおいた

診療を行っています。改めて地域医療支援病院の主な役割等をお知らせいたします。 

 

①地域の医療機関（かかりつけ医）等からの紹介患者に対する医療の提供 

 当院は急性期、重症疾患、救急医療に重点をおいた診療を行っており、受診する際は、かかりつけ

医等からの紹介状が必要になります。また、当院で一定の治療を行い症状が安定した患者さんは、か

かりつけ医等にご紹介（逆紹介）いたします。 

【胆沢病院からのお願い】 

 当院で診療の必要がある患者さんには診療情報提供書を作成していただき、紹介患者FAX紹介に

て受診予約の取得をお願いいたします。緊急性がある患者さんのご紹介（当日紹介）については、

希望診療科の医師に電話連絡していただいた後、診療情報提供書等のFAX送付をお願いいたしま

す。 

 

当院受診の患者さんには下記のとおりお願いをしております。 

・紹介状を持っていない初診の患者さんで、緊急性が低いと判断した場合、近隣の「かかりつけ

医」「他の医療機関」での受診をお願いしています。 

 紹介状をご持参されず初めて受診する場合には、初診料とは別に紹介外初診時負担（自費）とし

て7,700円をお支払いいただきます。  

・症状が安定した患者さんは、紹介元のかかりつけ医やご希望の医療機関に逆紹介いたします。 

・当院で複数の診療科を受診（例えば、循環器内科、整形外科、泌尿器科などを同時に受診）され

ている患者さんも、症状が落ち着いた診療科については個別に逆紹介いたします。 

②入院設備や医療機器など、地域の医療機関との共同利用 

 当院の共同利用登録医に登録することにより、開放病床を利用することができます。 

③救急医療の提供 

④地域の医療従事者に対する研修の実施 

 

地域医療支援病院として、紹介・逆紹介の推進、地域医療機関との共同診療、救急医療の提供、地

域の医療従事者・地域住民に対する研修・教育を行ってまいりますので、皆さまのご協力をお願いい

たします。 

 地域医療支援病院について 
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岩手県立胆沢病院 地域医療福祉連携室 
 〒023-0864 
 岩手県奥州市水沢字龍ヶ馬場61番地 
   TEL 0197－24－4121 
   FAX 0197－24－4180（紹介センター専用） 
   URL http://www.isawa-hp.com/ 

「紹介センター」 専用電話の開設について  
 

当院の代表電話の混雑緩和のため、令和4年11月24日から「紹介センター」に専用の外線電話を

設置いたしました。予約変更、問い合わせの際に下記番号をご利用ください。 

 

  電話番号 ０１９７－４８－０８８１ 

  受付時間 平日の午前９時～午後５時 

  用 途  紹介元医療機関からの予約変更、問い合わせに対する専用電話 

     ※ なお、当日紹介の医師への電話は、これまでどおり代表電話（0197-24-4121） 

       にお願いいたします。 

年末年始の診療体制について 
  

 下記のとおり12/29～1/3まで外来診療（全科）を休診し、日当直医師による救急診療体制と

なります。救急のご紹介の際は、中央処置室にご連絡をお願いします。 

 当院では地域の医療機関と「顔と顔が見える関係づくり」、連携の一環として「奥州地域病

病診症例検討会」を定期的に開催していましたが、令和2年2月の開催を最後に開催できており

ません。症例の提供、および多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

  日時：毎月最終木曜日 19：00から   場所：胆沢病院ヘリポート会議室 

12/25（日） 12/26（月） 12/27（火） 12/28（水） 12/29（木） 12/30（金） 12/31（土） 

休診 診療 診療 診療 休診 休診 休診 

1/1（日） 1/2（月） 1/3（火） 1/4（水） 1/5（木） 1/6（金） 1/7（土） 

休診 休診 休診 診療 診療 診療 休診 

岩手県立胆沢病院の基本理念 
＜基本理念＞ 
  私たちは、地域の人々の健康と命を守るため、愛を持って地域医療に貢献します。 

＜行動指針＞ 
  1） 患者さんと家族、私たちとの協働医療（専門性を結集した多職種による、患者参加型のチーム医療） 
  2） 患者さんの背景・価値観に配慮した医療 
  3） 患者さんが安心できる、良質で安全な医療 
  4） 地域の医療・福祉・行政との連携と機能分担 
  5） 次の世代を担う優れた医療人の育成 

＜病院運営方針＞ 
  1） 救急医療を含む急性期医療 
     胆江保健医療圏域の基幹病院として、24時間対応の救急医療など、圏域の急性期医療、高度・専門医療を担います。 
   2） がん医療 
     地域がん診療連携拠点病院として、手術・化学療法・放射線治療・緩和ケアなど専門的ながん医療の提供や、がん患者に対する相談支援・情報提供を行います。 
   3） 地域医療支援 
     地域医療支援病院として、紹介・逆紹介の推進、地域医療機関との共同診療、地域の医療従事者・地域住民に対する研修・教育を行います。 
   4） 災害医療 
     地域災害拠点病院として、災害時の傷病者の受入れや地域医療機関への支援、DMATチームの派遣を行います。 
   5） 臨床研修、スタッフ教育 
     臨床研修指定病院・各種学会認定研修施設として、次の世代を担う医療従事者を育成するとともに、病院スタッフの研鑽に努めます。 
  上記5項目の実践・充実のため、誇りを持てる職場づくりと健全な病院運営に努めます。 


